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1.は じ め に

女子スポーツ選手に発現する月経異常は,

トレーニング量 ・強度が増大するにつれて,

その頻度が高率になる傾向があるが,月 経異

常の発現の詳細なメカニズムは,未 だ解明 さ

れていない.'

筆者 らは既 に,女 子マラソン選手や大学女

子長距離選手などを対象に,月 経異常とその

発現要因との関連について検討 し,報 告 して

きた.

今回は,高 校女子長距離選手 を対象に,月

経異常及びランニング障害の発生の現状につ

いて検討 したので報告する.

豆.研 究方 法

1.対 象

平成3年12,月 に京都市で開催 された第3回

全国高校女子駅伝大会参加選手で,下 記のア

ンケー'ト調査 を実施 した267名 を対象 とした.

2.'調 査内容

現在の月経周期,月 経随伴症状及びその程

度,ト レーニ ングの月経周期 ・月経持続 日数

・経血量な どの月経現象への影響,レ ース出

場回数,週 当た りの練習 日数 ・練習時間 ・走

行距離,ウ エ イトコントロール実施の有無,

理想体重等.

3.調 査方法

上記対象者について,質 問紙法によるアン

ケー ト調査 を実施 し,月 経異常の発現頻度を

(1)'89全日本大学女子駅伝大会参加選手128名,

(2)'90東京国際女子マラソン大会参加選手83

名と比較検討 した.そ の理由は,・月経異常に

陥る発現頻度は生殖生理機能の成熟の程度に

より異なるか らである.

また,高 校駅伝開催前 との比較は,第5回

(1987年1,月)全 国都道府県対抗女子駅伝大

会参加の高校選手207名 を対象とした.

月経周期の分類は,①25～39日 を正常月経,

②24日 以内を頻発月経 ③40～59日 を稀発月

経,④60日 以上のものを続発性無月経,⑤ 周

期 日数の変動が8日 以上に及ぶものを不整周

期症 とし,自 己申告 された月経周期 日数と最

近3回 の,月経記録などを参考に分類した.ま

た,初 経が⑥16歳 に至 って もみられない もの

を遅発月経,⑦18歳 に至ってもみられないも

のを原発性無経 どした.な お,② ・③ ・⑤を

「不順」,④を 「無,月経」,⑥ ・⑦ を 「初経前」

とし,月 経異常の分類 を簡潔的に表わ した.

統計的処理 について は,t検 定及 びX2検
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定を用いて群間を比較 した.

皿.結 果 と考察

1.月 経 異常の現状

本調査 の対象者 であ る高校女 子長距離 ラン

ナーの月経周期 は,正 常月経31.5%,月 経 異

常 は68.5%と 全 体 の約7割 に も発現 して い る.

月 経 異 常 の うち,頻 発 月経4.5%,不 整 周

期症17.9%,稀 発 月経2.2%,続 発 性 無 月経

38.2%,遅 発 月経4.9%,原 発 性無 月経0.7%

で あ った.こ こで は,頻 発月経 ・不 整周期症

・稀 発月 経 を 「不順」
,ま た,頻 発 月経 ・原

発性無 月経 を 「初経前⊥ と し,各 々の頻度 は

39.7%,5.6%で あ った(図1).

高 校 女 子選手 は大学女 子選手(60.2%)及

び 女子 マ ラソン選手(43.4%)に 比 較 して,

月 経異常 に陥 る頻度 は,68.5%と 有 意 に高率

で,特 に続発性 無月経 にその傾 向が顕 著で あ

った(図2).そ の 要 因 と して は,BMIが

低 値で ある こと,食 事制 限 によるウエイ トコ

ン トロールの実施率が高 い こと,週 当た りの

走行距離 の増大 な どが示 唆 され た.す な わち,

体 格 は同年齢 の全国値,大 学女子選手 ・女子

マ ラソン選手 に比べて,体 重 が有 意 に低 く(図

3),BMIは,平 均18.3±1.2で あ った.な

お,無 月経及 び初 経前 の選手 のBMIの 平 均

は名々18.1±1.1,16.7±1.0と,正 常 月経選

手 に比べ て,BMIが 有 意 に低値 であ った(図

4>.高 校 女子選 手 は,や せ 型 の体型 に加 え

てやせ 志 向が強 く(図5),節 食 ・減食 に よ

る食事制 限の実施 率が高 く,特 に初経前 選手

にそ の傾 向が顕著 で あ った(図6).ま た,

週 当 た りの走行距 離 の平均 は,131.4±49.1

と大 学女子選手及 び女子 マ ラソン選手 に比べ

て多 く,無 月経及 び初経前 の選 手 に,そ の傾

向が顕著で,か な りめ トレーニ ング量 であ る

こ と(図7),ま た 婦 人年齢 が低 く,そ の性

機能 は,い まだ未成 熟で あ り,こ れ ら種 々の

要 因で月経異常が容易 に高 い頻 度で招来 され

る と考 え る(図8).

全国高校女子駅伝大会開催前 ・後の比較で

はそれを可能にするため,開 催後の続発性無

月経の分類のみを修正 し,月 経が年4回 以内

を抽出し,無 月経 として検討 した.そ の結果,

開催前に比べて開催後に月経異常に陥る頻度

が高率 となり,特 に続発性無月経や初経の遅

延状態を呈す る遅発月経 ・原発性無月経にそ

の傾向が顕著であった(図9).そ の要因 と

しては,開 催前 に比べて前述 と同様に走行距

離が増大 したこと(図10),食 事制限の実施

率が増加 したことなどが示唆された.

2.ラ ンニング障害の発生の現状

2週 間以上練習を休むようなランニング障

害の既往 は全体の37.1%に 見 られ(図11),
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図5ウ エイトコントロールに対する意識

部位的には,足 部,下 腿,膝, 、大腿の順 に多

かった(図12).疲 労骨折の既往 は,全 体 の

14.2%に 見 られ,部 位的には約半数が中足骨

であ り,次 いで脛骨が多かった(図13).走

行距離 ・凋 経周期 と疲労骨折との関係は,有

意差は認め られなかった. 図7月 経異常と走行距離
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N.ま とめ

高校女子長距離選手は,大 学女子選手及 び

女子マラソン選手に比較 して.ま た1全 国高

校女子駅伝大会開催後 は開催前 に比較 して,

月経異常 に陥る頻度が高 く,特 に続発性無月

経が顕著であった.

これには,体 重 ・体脂肪量の減少 に関わる
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図13疲 労骨折の発生部位(42件)

BMIの 低下,食 事制限によるウエイ トコン

トロールの増加,身 体的ス トレス増大に関わ

る週当た りの走行距離の増大などがその要因

として示唆された.

また,約40%が 障害の既往を有 し,疲 労骨

折は全体の14.2%に 見られた.特 に初経前選

手の障害予防策 として,成 長に見合った トレ

ーニング量 ,適 切 な栄養摂取などが重要 と考

えられる.
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